
The Japanese Geotechnical Society

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Geotechnlcal 　Soclety

報告一 1992＿ ＿ ＿

　　　　　1． 中国地 方 の 地形 ・地質， お よび地 盤特性

　　　　　　　　　　　　2．　 鳥取県 の 地盤特性

Chapter　1．　Topography，
　Geology　and 　Geotechnical　Properties　in　Chugoku　Area

　　　　　　　 2．　 GeQtechnical　Properties　in　Tottor圭Prefecture

木 由 英 郎 （きゃ ま ひ で お）　 伊 藤 　 徹 （い とう とお る）

　　　　鳥取大学教授　工 学部　　　　　　　　　　　　　　　  ウエ ス コ 　次長

　　　　　　　　　　岩 本 志 信 （い わ もと し の ぶ）

　　　　　　　　　　　　西 谷技術 コ ン サル タン ト  　次長

1． は じ め に

　鳥取県 は ， 中国脊梁山地の 北斜諏 を海岸沿 い に 細

長 くの び，東西約 120　km ， 南北 20〜40　k凱
， 面 積

3493　km2 で あ る 。

　県下 の 大部分 は山地に よ っ て 占め ら れ ， 本県の 南

の 境界 をなす中国脊梁山地は東西 の 由脈よ りは ， む

し ろ 北東
一南西方向に 並走する 三 つ の 山塊が明 塑よ

うで ， こ れ が兵庫県 と本県東部，東部と中部お よび

中部 と西部の 問 の 自然的境界 と な っ て い る
。 特 に県

西部の 大山は 中国地方第
一の高峰 で ， 代表的な火由

地形 を示 し て い る （図
一1）。

　山地 の 地費
） は ， 南半部は古生層 ， 花崗岩類な ど

で構成 され ， 北半部 は 中薪世〜鮮新世以降 の 堆積岩

お よび 火山岩類を主体に構成 され て い る 。 また，大

出火山 に 曲来する 火山灰層 1ま，各 々 の 山体 に お け る

最上位被覆層 として県下 に 広 く分布 して い る。

　県下 に お ける 大 きな河川 として は ， 東 か ら千代川 ，

天神川 ， 日野 川が あ り， 各 々 の 流域 の 形 状 係 数 は

O．　37， 0．　43， 0．　13で
， 日蜉川以外 は荒れ川的性格を

有し て い る と い え る 。 そ の 下流部には，鳥取 ・倉吉

・米子 を中心 と し たそれ ぞれ東部 ， 中部 ， 西部の 沖

積平野が形成され て い る 。 また，河 口部 に は 海岸砂

丘 が東西 に細長 く発達 し ， 特に県東部 の 鳥取砂丘 は

高低差 の 大 きな砂丘堆 として知 られ て い る 。

　本報にお い て は ， 県下 の 地質 をそ の 分布状混 と土

木工 事上 の 類似性に注 目し て 七 r） に 区分 し ， そ れ ぞ

れ の 特徴 を概観する 。 特 に ， 平地 の 地盤構成 に つ い

て は一節を設け て や や詳 し く説明 し ， 最後に県下の

代表的 な ロ
ーカ ル 土 に つ い て 2， 3 を紹介する。

2． 土 木工 学 的見 地か らの地質区分

鋼【＆ rch ， 1ggo

騒
一1　 鳥 取 県 の 地 形

　県下 に分布する地質
t）・2） を， 主 と して 土木工 事に

お い て 類似 し た問題点を有する岩種
・地層に よ っ て

大別す る と， 2，1〜 2．7 （図一 2〜図
一一4 に 示 す）の

7 区分が考 え ら れ る 。

　　　　　　 2．1　沖積層と海岸砂 丘 （図
一2）

　　　　　　 県下 の 主要 な 3 河川 の 河 口部には沖

積層が分布 し ， 特 に河 R を閣そ くす る

よ うに海岸砂丘 の 分布する県東部，中

部で は軟弱地盤 とな っ て お り， 現在も

圧密沈下が 発生 して 問題 と な る 。 圧密

沈下 を生 じ る 粘土騁 の 液性 5N界　w ：　 ：

30〜150％ ， 自然含水IZ　w ．　＝＝　40〜 120

％ で あ り， ZVn ＞ WL となる こ ともある。

一軸圧縮強度 伽 と有効上載圧 為 との

関係は ほ ぼ 9u ＝（L　6鳥 とな り， 正規圧

寝状態 とみ な し て よ い 。 また ， N 笹 と
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の 関係 に は ば らつ きが み られ る が ，

一
般に用 い られ

る qu ・＝Nf8 は実測値 の 下 限側 に 当 た り， 大部分は

q．　＝ N ／（6〜4）程度 と考え ら れ る 。

　砂 丘砂 は ， 均等係tw　U 。
＝ 2 程度 ， 主体粒径 ＝ 0，25

〜O．5mm と い う均等粒径 の 細砂 で あ り， 地 震時 に

お け る液状化 の 問題や 拘束条件 の 違 い に よ る強度変

化 （例え ば
， 現揚 CBR ＝ ・ 2〜4％ に対 し ， 室内 CBR

＝ ・　12 〜 14％ と違 い を示 す） な どを考慮す る 必 要が あ

る 。

　2．2　大山 と火 山砕屑岩 （図
一 2 ）

　大山火 山に 由来する 堆積物は ， 県下 に広 く分布す

る 火山灰層 と大山か ら放射状 の 丘 陵地 を形成す る半

固結土状 の 砕屑岩 で あ る
。

　火山灰 層は ，地形的平坦 部に あ っ て は数 m の 厚 さ

を な し ， 有機質に とん だ黒 ぼ くと軽石 な らび に褐色

ロ ーム を多量 に ま じ え たみそ 土 （軽石 ロ ーム ）は工

学上問題 の 多 い 土で ある。含水性が高 く ， 攪乱 に よ

る強度低下が大 き い こ とか ら ， 盛土材 として 利用す

16

る こ とは ほ とん どな か っ た が ， 中国横断道 の 工事で

み られ る よ うに ， 良質土 との 混合処 理 によ る利用 が

試行 され て い る 。

　火山砕屑岩は ， 火砕流〜泥流堆積物か らな る凝 灰

角礫岩 を主岩相 と し て お り，

一
般に ， N ＞50tVp ＝ ＝

0．9〜1．3km ／s の 軟岩 とし て分布す る
。 地 山に あ っ

て は 数十 m も の 安定 し た崖面 を呈する こ ともあ る が，

乱 した状態で は火 山灰 と同様な 扱い を考え なけれ ば

な ら な い
。

　2．3 鮮新世の火 山岩類 （図
一 3）

　鮮新世 の 火山岩類 は，火山砕屑岩， 玄武岩類 ， 安

山岩類か らな り，地形的に は頂部平坦面 を有する丘

陵性地形 をな し て い る 。 本層 の 上部は，赤色〜黄褐

色 を呈する 1V〈10の 粘性土状風化帯 （風化残積土）

がや や厚 く分布 し て お り， 自然含水比 Wn は 40弩程

度で あ る が乱 し た場合 に は火 山灰 と同様な取扱 い が

必 要 とな る 。 本層 の 新鮮岩は 硬質 で あ る こ とか ら，

砕石 と し て 広 く利用 され て い る。

道後山

山

氷ノ山

km

図
一2　第四紀の 地質

道後山

図
一3　 第三 紀の 地質

山

図
一 4　 中生代以前の 地質

山
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（図一2〜4に共通）

土 と基 礎，38− 3 （3B6）
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　2．4　中新世 の堆積岩類 （図一 3）

　い わ ゆ る グ リ
ー

ン タ フ に対応す る鳥取層群は，県

東部を中心 に して 北東 へ 開い た緩い 半盆状 の 構造で

分布する 県下 の 地すべ り防止 地区 の 多 くは ， 本層 の

周縁部に分布す る 。

　主岩相 は ， 泥岩 ・砂岩 ・礫岩お よび火砕岩で あ り，

吸水率 の 高 い 軟岩の ため，土木工事 に お い て は ス レ

ーキ ン グを生 じ て い る 。 ま た ， 切土 の り面 に お い て

は面な し断層や 異常堆積搆造 もみ られ ， こ の よ うな

箇所 に あ っ て は斜面崩壊 も多発 し て い る 。

　2．5　中生代の 花崗岩類 （図一 4 ）

　県下 に分布す る花崗岩類は北東方 向 へ の 貫入構造

を示 し ， 県下 の 南半部を中心 と して 西部 ・中部 ・東

部に 広 く分布する 山陰型 （鳥取）花 崗岩類 で あ る 。

粗 粒花崗岩を主岩相 と し ， 石英 が多く ， 有色鉱物が

少な い こ とか ら ， 表層す べ りが多数発生 し て い る 。

ま た ，深層風化 に よ り， ま さあ る い は ま さ土 （二 次

ま さ）が広 く分布 し て お り，土木工 事用材料 と して

の 利用や，古 くはた た ら製鉄 と して の 開発利用 もさ

れ て い た。ま さ お よ び ま さ土は，原岩 の 鉱物組成や

風 化程度 の 違 い に よ り工学的性質が 異な る こ とか ら ，

特に取扱 い に は注意 を要する特殊土で あ る 。 また ，

新鮮岩にあ っ て も節理 の 発達が著 し く， は く離型落

石 が各地で み られ て い る 。

　2．6　中生代 の 火 山岩類 （図
一 4）

　本層は
， 県南部 の 県壇付近（鳥取市近傍は例外的）

に西部か ら東部へ か け て 分布 し，花崗岩類 に よ る迸

入や新第三 系，第四 系 によ る被覆な どを受 け て ，断

片的な分布 とな っ て い る 。 主岩相 は ， 安 ロ．1岩類 ・流

紋岩類で あ り， 変質作用 ， 熱変成作用 によ り緻密 ・

堅 硬 で は あ る も の の ，節理 の 発達 もみ られ る 。

一般

に 急峻な地 形 を呈 し ， 小規模な崩壊 ・落石 が生 じ，

時 に は 節理 系 に支配 され た劣化 ゾー
ン の 斜面 崩壊 も

生 じ て い る 。

　 27　古生代 の変成岩類 と超塩基性岩類 （図
一4）

　 古生 層は ， 県束部の 南半部に広 く分布 し，大部分

は 変成作用 を受け て い る。こ れ ら の 変成岩は 三 郡 変

成帯 の 山陰支脈 に 属す る もの で あ り， 黒色片岩 ・珪

質片岩 ， 緑色片岩 の 3 者に よ り構成 され ， 全体に片

理 構造 が発 達 し，南北性 の 断層 に よ り各所で 分断 さ

れ て い る 。 風 化帯 は そ う厚 い もの で は な い が，片理

搆造等に 支配 され る 基岩 の 微少凹地 にお い て 表層す

March ，1990

表
一 1　 鳥取県下 の 地質区分

報告一1992

区 分 酬 幅 陣部 「主な ボ イ ・ ・

｛1｝ 沖積層と海岸砂 丘

　　　　　　　　　　1

○ ◎ ◎ 軟弱地盤

沈下

液状化

  　大 山 と火 山砕屑岩 ○ 　 　◎ 　 　△ 　 　乱 し た ときの 強

　 　 　 　 　 　 　 度低下

  　中生代の 花崗岩類　　◎ 　　 O 　　 O ま さ

表層崩壊

節理

  　中生代の 火山岩 類 △ 　　△　　 ○　　 落石，崩壊

　 　 　 　 　 　 　 緻密 ・堅硬な 岩

  古生 代の 変成岩類
層

　 と超 塩基性 岩類

△ 1 一
◎

　 　 1

片理 構 造

崩壊

地すべ り

表中記 号　◎ ：分布が 特 に 多 く，十分 な 注 意 を要す る 。

　　 　 　O ：分布が多 く，注意を要す る。

　　 　 　△ ：分布は 少な い が，注 意 を 要す る 。

　 　 　 　一一
；分 布 が 極 め て 少 な い 。

べ りが多発 し て い る。

　超塩基性岩類は ， 三郡変成岩類に伴 っ て 産す る か

ん らん 岩類が多 く， そ の ほ と ん どは蛇紋岩化 し て お

り， 県東部の 本岩体 に あっ て は地す べ り防止地 区に

指定 され て い る。

　 2．8 地質区分 の まとめ

　以上 の 要点をま とめ る と表
一 1の よ うに な る 。

．

3． 平 地 地 盤

　3．1 新 しい 地盤図の 作成

　県下 の 沖積平野 の 地 盤図は ， こ れ まで 鳥取県地盤

図
s） が専 ら利用 され て きた 。 こ れ は 1979年ま で の ボ

ーリ ン グ調査資料に基 づ き1981年 に 刊行 され た もの

で ある、土質工 学会中国支部の も と で鳥取地盤 デー

タ ベ ース 作成に関する 研究委員会 を設 け， 1980年以

降の デー
タ を集録 し ， 上述 の デー

タ と併せ て新 し い

鳥取地盤 図の 作成に取 り組ん で い る 。

　作業は まず ， 基準分割図 と し て 県全域 を
一
連 の 3

次メ ッ シ ュ （国土地理 院標 準地域 メ ッ シ ュ 第 3 地域

区画 に相当 し ， 1／25000 地形図 の 東西，南北 を各 ／r

10分割 した も の で ，約 4．5cm （1．13　krn）× 3．7cm17
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（0．92km ）で あ る） で 覆 っ て
，

縦横座標点を与 え た 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　t　 こ れ をもと に平地地盤 の 地盤

特性 を表す 図 と して 次の 三 つ の

作業 を開始 し た。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 第
　 a ）浅層地盤 （深度 0〜5 皿 ）

　　 の 土質パ タ ー
ン と分布

　 1／25000 の 4 次メ ッ シ ュ （上

記 の 3 次メ ッ シ ュ を更に 各 々 10　 四

分割した もの で 0．45cm （113m ）

XO ．37cm （92　m ）） を用 い て 土

質 パ タ
ー

ン （深度 0〜5m の 土
　　　　　 　　　　　　　　　　　 紀
質柱状図 を分類した もの ）の 分

布 図 を作成す る。ま た，各土質

パ タ
ー

ン に対応 する 平均N 値 を

4 次 メ ッ シ ュ に記入 する こ とに

よ っ て
， 浅層地盤 の N 値分布 図

を作成す る 。

　 b）支持層ま で の 土質パ ター

　　 ン と分布

表
一2　土質区分 の 概要

地 鰰 代 1地駆 到 地 質 名 地　　質　 的　 特　 性

沖
　 　 Umc

・劇 最上 部頗 土 層
一一一一一一一一一「一冒胃一一一一一一一一一一一一一一一一
　 　 　 　 最上 部 粘性 土層

表層（埋立土 を含む），潟湖末期堆積層 ， 有機

質 をまじ え る

河 川 氾 濫原堆積層，Umc は N ＝0〜3

完

　

　

新
　

　
世

Umg 最上部礫質土層
積

層

Us 上 部砂質土 層 河成堆積層 （N 〈10），新砂丘 （N ＞10）

Uc 上 部粘性土層 海進時代堆 積層 （主 とし て 海成堆積層），有機

質をまじ える，N ＝0〜4

　 Lc

−一■一一一一一一．
　 Ls

下 部粘性土層 海成堆積物，火 山灰，軽石 をま じえる こ とも

あ る ， NE5 〜15

下部 砂質土層

　　　　　　　　　 一■一一一一一胛｝層騨冖一一ロー一一一一昌甌一一

河成 堆積物 （N ＞15）， 古砂丘 （1V＞20）
Lg　 下部礫質土 層

更

　
　
　
新

　
　
　
世

後
期

　
　

　
　
　

　
　

中
期

〜
前
期

洪

積

層

L 　 　 ロ ーム 層 火 山 灰，火 山砂 等の 火 山堆積物

Lmc 　 最下部粘性土層 Lmc は N ＞10で 過 圧 密

Lms 　 最下部砂質土層

　　　　　　　 冖一■一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一F尸尸尸一
扇状地性基底礫層 ， 段 丘 礫層 ， 火山砕屑流

Lms ，　Lmg はN ＞5DLmg 　 最下部礫質土 層　　　1

第三 紀 以 前 B 基 盤岩類 （火成岩）花 崗岩，流紋岩， 安山岩 ， 玄武岩

（堆積岩）礫岩，砂 岩，シ ル ト岩，泥岩，凝灰

　　　 岩．凝灰角礫岩

　 上記 と同 じ 4 次メ ッ シ ＝ を用 い て ， 支持層出現深

度等高線図 と支持層 ま で の 土質パ タ
ー

ン分布図を作

成 す る
。

　 c ）地 盤断面 図

　 沿岸部 の 平地 に っ い て は基準 の 3 次メ ッ シ ュ に添

っ て東西 ， 南北 の 地盤断面図を作成 する こ とに し ，

山 間部 の 平地 に っ い て は 河川沿 い に別 に裁断線 を設

けた。地盤 の 縮尺 は ， 水平 1／100 ∞ （最長 7km 分），

鉛直 1／500 （最深 100m 分） で 統一
した 。 後述 の 土

質 区分 に 従 っ て 彩色仕上げ とし ， 各層ご と の 平均 N

値 ， q 。 値 ，
　 Wn 値 を併記する 。

　以上 の 作業を東部， 中部， 西部の 順 に進 め る こ と

に し
， 現在最も進行 し て い る東部の 例 につ い て 以下

に紹介する 。

　 3．2　県 内平地地 盤の 土 質区分 の 概要

　県下 の 平地地盤 を構成 する第四 系 の 土質は 表一 2

の よ うに ま とめ られ る 。 本表は 参考文献
3）

を もとに

加筆作成 し た も の で あ り，沖積層 と洪積層 との 区分

は約 1 万年前 （い わ ゆる 縄文海進）
4）

と し た。 ロ
ー

ム 層 の うち黒ぼ く層 は約6500年前頃に生成 され た も

の で あるが ， こ れ を別 にする と約 2 〜 3 万 年前 に堆

積 した大山 中部火 山灰層が県下 に広 く分布 して い る

18

こ と ， 古砂丘 は大山 中部火山灰層 を鍵層 と し て こ れ

以深 に 出現 する こ と を考慮 し，大山中部火 山灰層 を

ロ ー ム 層の 代表層 と した。す なわ ち ，
ロ ーム 層 の 生

成時期 を約 2万年前 （従来 ， 洪積層 と沖積層 と の 区

分 と され て い た 有楽町海進の 頃）
4 ）

とすれ ば ， こ の

時期 が下 部層と最下部層 との 境界 に相 当す る。

　沖積層 の 分布厚は 最大30m 程度で あ り， 緩い 砂質

土 と柔 らか い 粘性土か ら な り， 軟 弱地盤が形成 され

て い る 。 洪積層は 沖積層下 に 20皿 以上 の 層厚で分布

し
， 基盤岩類に お い て着岩 をみ る こ ともある

。 本層

は比較的連続性 の よ い 締ま っ た礫質土 と硬 い 粘性土

か らな り，力学的 に も安定 し て お り， 中規模以上の

構造物支持層 とな っ て い る。 また，洪積層中 の 礫質

土層は被圧地下水 を胚胎 して お り， 主要な地下水源

開発層 とな っ て い る 。

　3．3 土 質の パ ターン （ロ絵 写真
一4， 5）

　地盤 の 土質構成を深度 0 〜 5m まで の 浅層部 と支

持層 ま で の 深層部 と に わ け て
，

ボ ー
リン グ柱状図を

もと に表一 3 の よ うに土質パ タ ー
ン を定め た 。

　解析結果は ， 浅層部の 土質 パ タ
ー

ン は大部分が表

一 2 に示す最上部層 （Umc ，
　U 皿 s

，
　Umg ）か らな っ

て い る 。 比較的新 し い 堆積物 の た め，力学的な安定

性 が
一

番 の 問題で ， 土質パ タ
ー

ン が小規模構造物 の

土 と基 礎，38− 3 （3B6）
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表
一 3　 土質パ ターン 区分表

区　 分 浅層地盤の土質パ タ
ー

ン 支持層までの 土質パ ターン

対象地盤 深 度　 　 O〜5m 沖積層と洪積層の
一
部

12 　　 3451 　　 2345
土　 質
パ タ

ー
ン 粘土

のみ 1

粘土　砂
→ 砂 のみ

砂→

粘土

有機
土

粘土　　 粘土
のみ 1→砂

砂
の み

砂→

粘土
有機
土

．　 一→．：・
’・・’T・． ’

〜霊、・

柱 状 図

　 　 　 幽r「r「．　．．層　　　7r」
　　　・P

　 　 　 ．鹽■」7■

V　 　 V

．vV 　Vv

　V　V

　　LP
一

甘　 　 VvV

　 V
亨

V　　V
一 一一「

ゴ ．：
≡ ≡ヨ ．

O 　 O 　 G 　O　D 　CO

　 o　 　　o 　oD
　O 　　 　o　L⊃コ
O 　 O 　 　　O　O

表言藷己号 青　 緑　 橙　 1兆 赤
1 膏　 緑 橙　 挑　 赤

備　 考
枯土→砂 または砂→粘土の場合，上部土 貢が3m未満の

場合は粘土のみ または砂のみ の 単層とする。

支持層 として の 良否 の 判定資料 とな る。ま た ， 平地

地盤に お け る微地形 は浅層地盤 の 土 質 を反映 して い

る とみ る こ ともで き， 千代川周辺 の浅層地盤の 土質

パ タ
ー

ン 分布図に は粗粒土堆か ら tsる微高地 ， 旧河

道等が明 り ょ うに 表れ て い る
。

　支持層ま で の 土質パ タ ー
ン は概 し て 厚い 粘土層の

分布す る区域 の 多 い こ とを示 し て い る。特 に，鳥取

市街地 を中心 とし て厚 い 沖積粘土層 の 分布がみ られ ，

そ の 分布域は 最近 は鎮静化 し て い る もの の 以前広域

沈下 の 著 しか っ た区域に
一
致 して い る 。

　 こ の よ うに土質パ タ
ー

ン 分布図 を用 い る こ と に よ

っ て ， 平地地盤 を構成 して い る土質の分布状況の 概

略 を と らえる こ と が で き， 浅層地盤 に お け る N 値分

布図 と併せ る こ と に よ っ て
， 構造物規模 と そ の 基礎

型式 の 概略を予 察す る こ と が可能で あ る 。

　3．4　地盤断面図 （ロ 絵写真一 6）

　県東部地 区にお け る地盤断面図は ， 鳥取平野 の ほ

ぼ中央 を北流する 千代川 を中心 と し て 南北方向11断

面 ， 東西方 向10断面 に つ い て 作成を行 っ て い る 。 各

断面 の 交点に っ い て は ， 地層 の 連続性が比較的 よ い

南北方向 の 断面 を優先 させ ，東西方 向の 断面 を こ れ

に合わ せ る こ と に よ っ て地盤断面図全体 の 整合性 を

とるよ うに 配慮 し た 。各層 の N 値等 は，柱状図 の 位

置 を示す鉛直太実線 に 沿 っ て右側に N 値 ，
W 。 （％），

お よび qw（tf／m2 ）の順 で ，各層ご との相加平均値 を

示 し た 。

　千代川お よ び 鳥取市街地 の地盤断面図 に よれ ば，

沖積層 は地 盤上位か ら粘性土（Umc ）， 砂質土 （Us ），

粘性土 （Uc）とい う 3 層構成 が主体 とな り， 各層の

横方向の 連続性 も良好で あ る 。 広 域地 盤沈下 の 主因

と な っ て い る UC 層は 千代川右岸側お よ び 千代川下

流側 へ と層厚 を漸増 し，N ＝ 2〜4
，

τVn ＝ 50〜80％ ，

Marc血，　1990

報告一1992

q。
＝　6〜10tf／皿

2
の 値 を示 す 。

　洪積層 の うち最下部礫質土層 （L皿 9）は南か ら北

方 の 日本海 へ 向けて ほ ぼ
一
様な緩傾斜をな して連続

して い る が ， そ れ よ り上位 の 下部層で は 東西方向に

層相が著 しく変化 して お り， 両者の 堆積環境の 違 い

を知 る こ とが で きる 。 最下部層は N ＞50 と最 も安定

し た地層で あ る
。 下部層 の うち Lc層 はN ＝5〜10以

上 を示 し粘性土 と し て は力学的に 安定し て い る とみ

なせ る が，Ls層 は分布位置 に よ っ て N 値が 10 か ら

30と大 き く変化 し ， 支持層 の 判定 ・評価に際 して は

注意が必要 で あ る 。

　な お ，
ロ
ーム 層は沿 岸部の 砂丘地 にお い て単層 と

して分布す る が ， 下部層 （Lc ，
　Ls

，
　Lg ）に お い て も

白色 を基調 と し た 薄層状 の 混入 が み られ る
。

4．　　ロ ーカ丿レ土

　4．1　黒ぼ く

　火山灰土は 関東 ロ
ーム や九 州 の よな をは じめ ， そ

の 分布 は全国 に及 ん で い る。こ れ ら の火山灰土の 多

くは有機物 を含ん で い る の で ， そ の含有量 の 多少が

そ の 工 学的性質に大 き な影響 を及 ぼす 。 こ の種 の 土

の 特性 は，一
般に高含水性，高塑性で あ る こ との ほ

か に ， 工学的性質が湿 潤過程 と乾燥過程 の 両過程に

お い て 非可逆的に 変化 す る こ と で あ る
。

まず ， 鳥取

県内 の 有機質火山灰土，すな わ ち黒ぼ くの 工 学的性

質を要約 し て示す
5）

。

　1）　 コ ン シ ス テ ン シ
ー，締固め特性お よび 強度 ・

　　支持力特性 は乾燥程度や乾燥履歴に よ っ て 変化

　　す る 。

　2）　 自由水分 の 拘束水化 に つ い て は ， 初期含水比

　　に よ っ て 異な り， 低含水比 の 揚合には
一
部可逆

O，9D

竃

｝
O，85

♂

…

％

5

節比

40

水含

01潟O

図一5　 突固 め特性 へ の 混合後の 放置時間の 影響
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魍 
ヒ

20　　　　　　　　40　　　　　　　　　60　　　　　　　　　80

　 　自 然 含 水 比 lt’n 〔％）

図
一 6　鮮新世火 山岩類風 化 土 （Pv ）の N 値

　　　 と 自然含水比 の 関係

　　性を示 すが ， 高含水比 の 揚合 に は可逆

　　性は 示 さな い
。

　3） pF 特性は ， おお むね 反向形複心 曲

　　線 に現れ ， そ の 土の 構造 に関係 して い

　　る 。

　また黒ぼ くが有効的に活用 され る こ とを

考え ， 石 灰系 の 添加剤 を用 い て 処理 し た土

の 特性 と改良効果 に つ い て は 以下 の よ うで

あ る
6）

。

　1） 黒 ぼ くの よ うな 高塑性 の 土に ，石灰

　　系 の 添加剤 を混合す れ ば そ の 特性 を変

　　え土質の 改善に 十分効果 を発揮さ せ る

　 　 ］20

碍

100

藩 　 8こ・

際 　60

單

罰

20

4e

20010050

　 20
§
M 　IOPto

1．Oo

．5

60

§ 5。

妻
s　40

　 30

0022 30　　　　　　　40　　　　　　　50　　　　　　　60

　 自 然 含 水 比 v“t （％）

図
一8　 w 。 pt と自然含水比 の 関係

こ とが で き る
。

70

口

2） 処理 土 の 締固め 曲線 は 鋭い ピー
ク を持 つ よ う

　に な り，砂質土 に 似た土質 に改善する こ とが可

　 能で あ る 。

20 ool　

％

0
　　
据

8
　

盟

　

比

　

水

06

含

　

然

　

自

40

図
一9　 CBR （乱 し た） と 自然含水 比 の 関係

別

U　　　 20　　　 4Q　　　 6e　　　 SO　　　IOO　　　120　　　140

　 　　 　　　 　　 液　 性　 限　 界　 WL 　 （％｝

　　　　図
一 7　塑性図 （日本統

一
土質分類）

」6D　　 180　　 200

x

120 140

3）　処理 土 の
一

軸圧縮強度 の 最大値は ，

　最適含水比 よ りもや や湿潤側 の含水

　比 で 締 め 固め た揚合 に得 られ る 。

4） 処理 土は ， 図一 5の よ うに ， 混 合

　後の 放置時間に よ っ て 締固め特性が

　変化す る 。 生 石灰 の 混合に よ っ て 団

　粒化 の 進 んだ 土 を小 さい 締固め エ ネ

　ル ギーで 締め 固め る こ と は 困難で あ

　る が，高含水比 に な っ て 団粒が ほ ど

　ほ どで あれ ば ， 締 固め は 可能 とな る。

5）　生石灰 の 混合は ， 含水比 の 低下 に

土 と基 礎 ， 38− 3 （336）
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　　有力な方法で あ る が ， 強度 の 増 強に はあ ま り効

　　果的で な い
。

一方 セ メ ン トの 混 合は ， 含水比 の

　　低下に は あま り効果的で は な い が
，

セ メ ン トの

　　水硬 性に よ っ て 強度 の 増強に役立 っ
。

　 4．2　大山火山砕屑岩 と鮮新世火 山岩類風化土

　地質概要 に述 べ た よ うに ， 大山火 山砕屑岩は県西

部〜中部 に か け て の 大 山 山ろ く に 広 く分布 して い

る 。

一
方 ， 鮮新世火山岩類 は 主 と し て 中部 に分布 し

て い る 。 新 鮮な もの は い ずれ もN ＞50の 軟岩か ら硬

岩 として 分布 して い るが ， 上域10〜20m はN ≦30の

土砂状に 分布す る こ と が多い
。

こ こ で は こ れ ら風化

土 の 工学的性質を大山 ロ ーム 層と比較 しなが ら説明

す る
T）

。

　 i） 物理的性質

　  自然含水比 大山 ロ
ーム が Wn 　＝ 40〜80％ で

ある の に対 し，大山火 山砕屑岩は50％以下 ， 鮮新世

火 山岩類は 30〜70％で あ る 。 ただ し ， 図一 6 に 示す

よ うに，鮮新世火山岩類風 化土 の 含水比 は N 値 の 増

加 に伴 い 減少する 傾向 を示 し て お り， 風化 の 度合 に

関係す る もの と思われ る
。

　  コ ン シ ス テ ン シ
ー

図
一 7 に 示 すよ うに ， 大

山 ロ
ーム の うち，黒 ぼ く，軽石 は塑性 図 で

　　 lp＝O．73（WL − 50）　■■・・・・・・・・・…　■・一一・・・・…　冖・・・・・・…　“）

と表 され る 直線 の下 に プ ロ ッ トされ V恥 に分類 さ

れ る が ， 褐色 ロ ーム と鮮新世火山岩類は（1＞式 と A 線

の 間 に プ ロ ッ トされ ，
VH ・

〜VH2 に分類 され る 。

　 li） 力学的性質

　  　締固 め曲線 ，
CBR 　図一 8〜 9に示すよ うに ，

締固め特性 と CBR は 土質 に 関係な く自然含水比 と

良好な直線関係に あ る
。

し た が っ て
， 自然含水比が

分かれ ば こ れ らの 定数は お お よ そ 推定で きる。

　  　せ ん断特性　大 山火 山砕屑層や鮮新世火山岩

類 は乱 さな い 状態で は比較的安定し て い る 。

　  　変形係数　鮮新世火 山岩類 の 孔内水平載荷試

験で求 め た変形係数 （E ，）とN 値の 関係か ら，
E ， の

値は未固結堆積物 で 一般 に言 わ れ て い る Eo ・ ・7N

（kgf／c皿
2
）の 4 倍程度の 大 き さを示 し て い る 。
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